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16. 小屋松淳, 山梨啓友, 清水悠路, 永吉真子, 前田隆浩：長崎県五島市におけるクラウド型電子お薬手帳の開発と活用. 
第 74 回日本公衆衛生学会 

17. 永吉真子, 清水悠路, 小屋松淳, 山梨啓友, 玉井慎美, 有馬和彦, 青柳潔, 前田隆浩: HbA1c 低値と頸動脈硬化との関

連. 第 74 回日本公衆衛生学会 

18. 山梨啓友, 清水悠路, 小屋松淳, 永吉真子, 玉井慎美, 前田隆浩：脳 MR における微小出血（Cerebral Microbleeds）と

身長との関連. 第 74 回日本公衆衛生学会 

19. 清水悠路, 小屋松淳, 永吉真子, 玉井慎美, 有馬和彦, 青柳潔, 前田隆浩：脳卒中リスクとしての低身長. 第 74 回日

本公衆衛生学会 

20. 濱口由子, 相良郁子, 久芳さやか, 牟田久美子, 松坂雄亮, 石居公之, 安武亨, 前田隆浩, 永田康浩：医学部医学科生

における地域包括ケア教育プログラムの効果測定：RIPLS を用いたベースライン調査. 第 47 回日本医学教育学会 

21. 小屋松淳, 山梨啓友, 門田耕一郎, 清水悠路, 永吉真子, 吉田麻衣, 奥村あすか, 宮野澄男, 潮谷有二, 大園恵幸, 青
柳潔, 前田隆浩：離島医療保健実習における学生の意識変化〜テキストマイニングによる評価を用いて〜. 第 47 回

日本医学教育学会 

22. 小山善哉, 齋藤俊行, 玉川春美, 前田隆浩, 澤頼隆, 中山浩次：五島市における医療介護職を対象とした摂食・嚥下

ケア事業. 九州口腔衛生学会平成 27 年度総会 

23. 門田耕一郎, 堤円香, 御前秀和, 村山勝志, 野村英樹, 高野義久, 加藤正隆：プライマリ・ケアの 6 つのコアコンピテ

ンシーからタバコフリーへ導くアプローチ. 日本プライマリ・ケア連合学会第 7 回学術大会 

24. 田中 直美, 酒井 利恵, 松本 直哉, 坂口 優美, 柿田 康一, 川崎 昭子, 伴 美穂子, 門田 耕一郎, 中野 博, 吉嶺 裕
之：スマートフォンを利用した SAS スクリーナー(SmartTSA)の妥当性の検討. 第 41 回日本睡眠学会定期学術集会 

25. 坂本 由紀, 柳本 惣市, 鮎瀬 卓郎, 原田 義高, 門田 耕一郎, 松本 直哉, 森 直美, 坂口 優美, 柿田 康一, 酒井 利
恵, 吉嶺 裕之：閉塞型睡眠時無呼吸に対する口腔内装置の治療効果に関する検討 不応症例の詳細について. 第 41
回日本睡眠学会定期学術集会 

26. 坂口 優美, 松本 直哉, 田中 直美, 酒井 利恵, 柿田 康一, 川崎 昭子, 伴 美穂子, 門田 耕一郎, 吉嶺 裕之：新規

CPAP 導入患者に対するクラウド型 CPAP 管理システムの有用性の検討：第 41 回日本睡眠学会定期学術集会 

 

学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 0 1 0 3 
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社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

前田隆浩・教授 理事 日本プライマリ・ケア連合学会 

前田隆浩・教授 副会長 日本ﾌﾟﾗｲﾏﾘ・ｹｱ連合学会長崎県支部会 

前田隆浩・教授 委員 スマートウェルネス住宅等推進調査委員会 

前田隆浩・教授 副委員長 長崎県油症対策委員会 

前田隆浩・教授 副委員長 自治医科大学地域医療フォーラム実行委員会 

前田隆浩・教授 代表世話人 全国地域医療教育協議会 

前田隆浩・教授 委員 ねんりんピック長崎 2016五島市実行委員会 

前田隆浩・教授 委員 全国医学部長病院長会議地域医療検討委員会 

前田隆浩・教授 委員 五島地区肝炎対策委員会 

前田隆浩・教授 委員 長崎県五島中央病院倫理委員会 

前田隆浩・教授 委員 新型インフルエンザ対策協議会 

前田隆浩・教授 委員 五島保健所地域・職域連携推進協議会 

前田隆浩・教授 委員 長崎県医師会医療政策・診療報酬等対策協議

委員会 

前田隆浩・教授 委員 長崎県五島中央病院治験審査委員会 

前田隆浩・教授 委員 長崎県五島中央病院群研修管理委員会 

前田隆浩・教授 評議員 日本生理人類学会 

前田隆浩・教授 評議員 日本病院総合診療医学会 

前田隆浩・教授 委員 五島市保健対策推進協議委員会 

前田隆浩・教授 委員 五島市予防接種健康被害調査委員会 

前田隆浩・教授 委員 日本医学教育学会地域医療・多職種連携教育

委員会 

前田隆浩・教授 副会長 ながさき健康・省エネ住宅推進協議会 

前田隆浩・教授 委員長 長崎県・総合診療専門医養成推進委員会 

前田隆浩・教授 委員 長崎県地域医療構想調整会議 

前田隆浩・教授 代議員 日本疫学会 

川㞍真也・講師 評議員 日本リウマチ学会総会 

川㞍真也・講師 評議員 日本リウマチ学会九州支部会 

門田耕一郎・助教 世話人 日本プライマリ・ケア連合学会長崎県支部会 

門田耕一郎・助教 実行委員長 

 

世界禁煙デーinながさき実行委員会 

長崎市 

門田耕一郎・助教 相談員 長崎市(パパ・ママたばこやめてね！禁煙教

室！) 

門田耕一郎・助教 相談員 長崎市(健康長崎市民 21 秋フェス！) 

門田耕一郎・助教 相談員 長与町(長与健康まつり) 

 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担 
 

基盤研究(B) 
Wnt シグナルと骨・血管連関の生理的多型性 
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前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
血管リモデリングが動脈硬化に及ぼす生理

的多型及び、機能的潜在性の解明 

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 
地域枠出身医師の進路に関するコホート研

究 

前田隆浩・教授 日本医療研究開発機構（AMED） 代表 疾病・介護予防 PHR モデルに関する研究 
介護予防政策へのパーソナル・ヘルス・レコ

ード（PHR）の利活用モデルの開発 

前田隆浩・教授 厚生労働省 分担 地域医療基盤開発推進研究事業 
へき地医療において提供される医療サービ

スの向上とへき地医療に従事する医師の労

働環境改善に係る研究 

前田隆浩・教授 日本医療研究開発機構（AMED） 代表 Medical Arts の創生に関する研究 
外科、がん、看護、リハビリ等の新たな医療

技術やソフトウェアの開発、クラウド型広域

調剤情報共有システムの構築と有効性・安全

性の検証 

川㞍真也・講師 日本学術振興会 代表 若手研究（B） 
関節超音波・バイオマーカー・シグナル伝達

から構築する分子標的治療薬のアルゴリズ

ム 

川㞍真也・講師 ブリストル・マイヤーズ株式会社 代表 第 2 回 BRAVE ブリストル・マイヤーズ株

式会社関節リウマチ臨床研究助成金 
新しい RA の活動性の評価：インドシアニン

グリーン増強蛍光光学画像検査を用いた RA
滑膜病変の評価 

門田耕一郎・助教 日本学術振興会 代表 若手研究（B） 
医療機関待合と服薬指導における効果的な

簡易的禁煙支援法の開発 

永吉真子・助教 日本学術振興会 代表 若手研究(A) 
離島在住高齢者のソーシャルネットワーク

と口腔嚥下機能との関連に関する地域疫学

研究 

前田隆浩・教授 佐々町 動脈硬化を中心とした生活習慣病関連因子

の調査・研究 

門田耕一郎・助教 長崎市薬剤師会 長崎市薬剤師会、保険薬局における簡易禁煙

支援法の検討 
 

特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

前田隆浩・教授 新規ヒト形質細胞様樹状細胞株 2005年 8月 2012年 6月 特願 2005-234389 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

前田隆浩・教授 非常勤講師(地域医療学) 国立大学法人 徳島大学 
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新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

門田耕一郎・助教 タバコのはなし 女

性と未成年の喫煙 
長崎放送ラジ

オ(週刊健康マ

ガジン) 

7 月 15 日 
 

「タバコのはなし 女性と未成年の喫

煙」について、説明を行った。 

門田耕一郎・助教 タバコのはなし タ

バコの害 
長崎放送ラジ

オ(週刊健康マ

ガジン) 

7 月 1 日 「タバコのはなし タバコの害」につい

て、説明を行った。 

門田耕一郎・助教 睡眠のお悩み、解決し

ましょう！ 
長崎放送ラジ

オ(モーニング

サプリ) 

3 月 4 日 
 

「睡眠のお悩み、解決しましょう！」に

ついて、説明を行った。 

永吉真子・助教 Sleep apnea may up risk 
of type-2 diabetes 

egyptindepende
nt.com 
http://www.egy
ptindependent.c
om/news/sleep-
apnea-may-risk-
type-2-diabetes 
 

10 月 19 日 Sleep Medicine 誌に掲載された論文が取

り上げられ、睡眠呼吸障害と糖尿病発症

との関連を示すエビデンスであること

が報じられた。 

永吉真子・助教 Sleep apnea may incre
ase diabetes risk 

+Mass Voice 
http://www.mas
sdevice.com/sle
ep-apnea-may-i
ncrease-diabetes
-risk/ 

10 月 17 日 Sleep Medicine 誌に掲載された論文が取

り上げられ、睡眠呼吸障害と糖尿病発症

との関連を示すエビデンスであること

が報じられた。 

永吉真子・助教 Obstructive sleep apne
a is linked with an in
creased risk of develo
ping type 2 diabetes, 
new research shows. 

pakistankakhud
ahafiz  
http://www.paki
stankakhudahafi
z.com/news/slee
p-apnea-may-ris
k-type-2-diabete
s/ 

10 月 15 日 Sleep Medicine 誌に掲載された論文が取

り上げられ、睡眠呼吸障害と糖尿病発症

との関連を示すエビデンスであること

が報じられた。 

永吉真子・助教 Sleep apnea may up risk 
of type 2 diabetes 

Reuters Health 
http://www.reut
ers.com/article/
us-health-sleep-
diabetes-idUSK
BN12E25Q 

10 月 14 日 Sleep Medicine 誌に掲載された論文が取

り上げられ、睡眠呼吸障害と糖尿病発症

との関連示すエビデンスであることが

報じられた。 

永吉真子・助教 Sleep Disturbances As
sociated With Develop
ment of PAD 

MedicalResearc
h.com 
 
https://medicalr
esearch.com/aut
hor-interviews/s
leep-disturbance
s-associated-wit
h-development-
of-pad/25667/ 

6 月 29 日 Atherosclerosis 誌に掲載された論文が取

り上げられ、睡眠呼吸障害と末梢動脈疾

患の有病・発症との関連についてのイン

タビュー記事が掲載された。 

 

○特筆すべき事項 
①学術賞受賞 
・永吉真子・助教：第 75回日本公衆衛生学会総会・口演賞 

（地域住民対象の調査により、ご近所とのつながりや、男性にとっての妻の存在が最大舌圧値の

高さと関連することを示した。） 
 


